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とは Witebsky-一門によりよく調べ られ4)ll)～】3), そ











さ約3mmのスライスにして皮質 .髄質を切 りわ けて
プールした.モルモットの副腎は成熟 雌雄 の ものを
プールした.いずれも使用時まで-20oCに保存 した.
Ⅱ.抗原の抽出方法
1.膜抗原LPfr2の抽出 :まず, Smith ら23)の
方法の倉田 ･岡田らの変法16'-19'に準 じて不 溶性 リポ
蛋白画分 (LP)を抽出する.即ち,保存 材 料 を融解
させ, Sol,Ⅰ23)を溶媒としてユニバーサルホモ ジナ
イザー (日本精機)でホモジネー トをっ くり.ガーゼ
1.2,4.8枚を順に通 してか ら遠心 して沈連を集
める. Sol.Ⅰを加え,テフロンホモジナイザーに約
5分かけて均質液とする.遠心沈盛に Sol.Ⅱ2=i)を加
え,約5分磨砕後,遠心 して沈液を得 る. Sol.Ⅱ に
よる磨枠と遠心をさらに10回 くりかえ して沈痘 〝LP〝
を緒る.仝操作は0-4oCで行 う.遠心 はす べ て冷
凍遠心器により10,000rpm30分 とする.
湿量約10gのLPにデスオキシコール酸 ソーダ (Dif-





して遠心 し,上清 〝LPSol〝を得 る川).セフ ァロー ス






















級,同液で10mg/mlに稀釈する (グロブ リン総 量約
1.6g).臭化 シアン活性化セファローズ4B (Phar一
macia)45gを冷脱イオン水500mlで 1時間膨潤 させ .
ガラスフィルター (151G3.柴田科学) 上 にお き軽
く吸引しながら0.001MHC151を約30分かけて通 し,















3.特異抗原の Subunit(P2)のつ くり方 : Day
&Levy法-'5)で特異抗原画分の脱脂を行い. 0.05M
Tris緩衝液(pH8.0)に懸萄 し.β-メル カプ トエ タ




ち.セファデックスG-100カラムにかけ第 2の ピー ク
〝p!〝をとった1'H.
Ⅲ.物理化学的分析方法
1.抗原量 :抗原量はすべて乾燥重量で示 した .克
分量の抗原が得 られた場合には一定 量 を秤量 瓶 に と
り,恒重量になるまで.減圧下80oCに保 った . 通常
約 1週間を要 した.抗原量の乏 しい場合にはウシ血清
アルブミンを基準にして ミクロ-ビューレット法 (Ⅰト
zhaki&Gil法-I(‖)または Lowry法27'に よ って比





い.各管4mAで約 1時間泳動 し.7%酢酸で10分 間
固定.1%アミド黒10B-7%酢酸液 で30分 間染 色 ,
7%酢酸で脱色を行った.
P2標品については30%.PHS.9のポ リアクリル ア ミ
ドゲルにより各管 lmAで8時間泳動 し.7%酢 酸-30
本




(Knauer)とDavison法28)によるセ フ ァロー ズ6B
ゲル櫨過で分子量測定を行った.マー カーと して ブ
ルーデキス トラン (分子量 :2,000,000.Pharmacia_
),アポフェリチン (分子量 :480.000.Mann),辛
モ トリプシノーゲン (分子量 :24.000,Mann),チ
トクロームC(分子量 :1,357,和光)などを用いた .






し.塩化ナ トリウム飽和DiO (Merk)をセル内 に入
れ,室温 1時間放置 して行った.





7.薄層 クロマ トグラフィー (リピン分析):レプ
レー ト26(ヤマ ト).シリカゲル60プレー ト(厚 さ0.25
mm.5×20cmおよび 20×20cm. ガラ ス. Merk
輿)を用いた.発色には50%硫酸 (全脂質). ニ ンヒ
ドリンアセ トン溶液 (アミノ基).過 ヨウ素酸-ベンチ





























固定副腎を-80oCで凍結 して作 ったクリオシュタ ッ ト
切片を用いた.
7.Thorn テスト:好酸球数は.血液を Hinke-
1mann液で約 1時間染色 した後 Tatai計算 室 に











た.8 血清移入 :ミリポアフィルターを通 した
血清0.5mlまたは1mlを健常モルモットの心臓腔内に

















線 を示す例 もあった.強い沈降線は皮質 ･髄質の各LP
fr2画分で完全一致像を示 した (図4).皮 ･髄 抗








の吸着除去を試みた.結合 した抗肝 ･牌LP抗血清 グ
ロブリン画分 の 1/20以下 の蛋白量の副 腎LPfr2
をチャージして溶出を行うと図5のようなパ ターンが
得 られた.













中央 :抗ウシ副腎皮質 LPfr2抗血清.左下 ウ
シ肝 LPfr2.右下 :ウ 碑
fr2.図4 ウシ副腎 LPfr2 の特異抗原,
ゲル内二重拡散左上 :ウシ副腎皮質 L
Pfr2.右上 :ウシ副腎髄質 L
2.中央∴抗ウシ副腎皮質 LPfr2抗血清 (ウシ肝｡牌 LPで3回試験管内




過後に遅延型皮 内反応 を テ ス トした.対照には肝.陣.甲状腺,畢丸のLPfr2を用 い
た.副腎Aaf3は発赤28×25mm.肝 , 牌 ,
甲状腺 .皐丸のLPfr2はいずれも9×8m
m以下 であ った.図 5
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なお副腎Aaf3は腺癌を形成 した (図 9).







Aaf3の赤外 スペクトルはスフィンゴ糖 脂 質 の そ
れに近いパ ターンを示す.窓板をクロロホルム ･メタ











腎 Aaf3の免疫電気泳動上 槽 :抗ウシ
副腎皮質 LPfr2抗血清抗原孔:ウシ副腎 Aaf3.下 槽 抗ウシ 髄 5Tert-butylhy
pochloriteによる塩素化 反 応 で は図12のよう
にTBH12mMあたりで反応は完結す る.即ち,Aaf3分子中のイミノ基の約19% す み や
















れいな像を得ることは非常に困難であるが.繰返 し観察を行って図13のような像が得 られ た.∫
C〉 0長さ約80A.幅
40A程度の棒状粒子が多 くみ られ る.写真の繰返 し反転を行ってS/N比をあ
げ る と粒子像はかなりはっきりする.Day&Levy法
25'によってAaf3画分か ら抽出したリピン画分
を減圧乾固 し.少量のクロロホルム .メタノール (2
:1)で再抽出したものを再 び減 圧乾固 して.薄層




らかになった (図15).なお. シ リカゲル (関東化学):HyfloS
uper･Cel(和光)-2:1の珪酸カ
ラムクロマ トグラフィーで は クロロホルム●メタノール (60:40)のステップで溶出され る
.Ⅲ.サブユニット (P2)の性質ウシ副腎特
異抗原Aaf3画分 を還元処理 した後 ,セファデックスG-
100でゲル破過を行 うと図16の よ うなパターンが得 ら
れる.第2のピーク (P2)画分は30% アクリルア
ミドゲルディスク電気泳動 で は10数本のバンドを示す (図17). Davison法28'で

















JOdI･Q0図16 ウシ副腎 P2の溶出パターン 7
10 20
30拭 験 管 No














ネー ト上清)とも反応できる (図19).また同種 の抗
LPfr2抗体も LPfr2と反応 して沈降線を示す (図
20).














ものが多い (図22-26).しかlL,程度は軽度 な もの
が (図27)多いけれども同様な変化はしばしばァジュ
表 1 異種 ･同種副腎抗原免疫
動 物 No. 抗 原 抗原量(mg) 免 疫回 数 免 疫期 間(過) 副腎重量/体重×10
3 (平均)1,2 輿 種 免 疫(ウ シ 副 腎)皮 質 LP
**50 55-9
皮 質 LPfr2 3 521-2440 43
* 皮 質 LPfr2 13 5*
*72,73 Aaf3 0.8
6*60-63 Aaf3
1.7 63,4 髄 質 L
P **50 510-12 髄 質 L fr
2 3 527-3046 49* 髄 質 LPfr 1
3 516,17 同 種 免 疫
? ? ? ? ッ ? ? ? ?
? ? ? ? ? ?
6















*74,*750 1 ア ジ ユバ ン ド
対 照ア ジ ユ
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図19 ウシ副腎 Aaf3免疫モルモッ トの
自己抗体
上 :抗ウシ副腎 Aaf3抗血清下 ウシ副腎 Aaf3免疫モルモットの 自
己副腎ホモジネー ト図20 モルモ ッ ト副腎 LPfr2の特異抗原, ゲ
ル内二重拡散上 :モ モ ット副腎 LP
fr2下 :抗モルモッ ト副腎 LPfr2抗血清 (モルモ
ッ
ト肝 ･牌 LPで3回試験管内吸収)左 :モルモ







fr2免疫 群 に各2例 (No.23.24.28∴30
)あった.皮髄界層 の細血管は全般に拡張 し.内皮細胞
は肥大 してヘモ ジデリン沈着があるが.これらの変化


















表 2 抗ウシ副腎 Aaf3抗血清移入実験
動 物 移 入 血 清 移 入 量 Thorn 副 腎 一
障 害 *No. No. ml テ ス ト 皮質変性
.出血 .細胞浸潤80 抗 血 清62 1 + ++ +
81 72 1 +
++ +82
60 1 + +8
4 73 1 + +96 60 0.5
97 62 0.5 + 十十 十
十98 63 0.5 + + +
85 ア ジ ユ バ ン ド対 照 血 清 1 i64
- ±86
65 1 - ±92 70
1 -99∃ 100 64 ().5



















考えられる.蛋白部分は赤外 スペ ク トル,円偏光二色性の測定成績からみて,α-ヘ リッ ス,β
-構造,ランダムコイル構造のすべて を含 んで お り.TBHによる塩素化反応からみるとランダム コイル構 造は全
体の20%を越えない程度 と推定 される.電鞭的には軸比































基 くであろうが,活性部分の解析 に はまだ困難 が多
い.
副腎からつくったLP,LPfr2あ るい は ア フノイニ
ティークロマ トグラフィーで抽出 した特 異 抗原 画分
(Aaf3)を Freund完全 アジュバ ン トと と もに
モルモットに投与すると血中に自己抗体が生 じ,遅延
型皮内反応が陽性になる.副腎重量/体重の比 が低下
し. Thorn テストで副腎機能の低下が推定 され る.
形態学的には副腎皮質束 ･網状層の細胞の解離 と好エ
オジン化7),稀に壊死.出血,髄質を主 とす る細 胞浸
潤などが現われるが,出血を除けば程度は低いにせよ
同様な変化がアジュバント対照群 に も認 め られ るか
ら,それらにあまり大きな意味を求めるわけにはいか
ない.しかし抗血清を他の個体に移入すると, Tho-























ル慮過で特異抗原を含む画分 (LPfr2)を得 た .同
画分は臓器共通抗原 も含み.ディスク電気泳動でも単
一でないので.ウシの肝 ･牌不溶性 リポ蛋白画分に対












副腎特異抗原粒子画分に Freund 完 全 ア ジュバ
ントを加えて.モルモットを免疫すると副腎の体重あ
たりの重量比と機能の低下 (Thornテス ト陽性 化 )が
おこるが,副腎の病変はアジュバント対照群 と大 きな
差がない.しか し抗血清 を他 の個 体 に移 入 す れば
Thorn テストは陽性化 し,副腎に有意な病変 が生 ず
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No.81(抗 Aaf3抗血清移入)来状層上部の壊死細胞. 図31 No
.
